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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2020 年 

  1 月 

 

306号 

有
限
会
社 

 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林
勇
二 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七‐

一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
四‐

五
九
二
九 

 
 
   

 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二‐

五
五
七‐

六
一
八
一 

  

ム
サ
シ
建
設
工
業  

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

保
坂
卓
里 

青
梅
市
野
上
町
二
丁
目
一
〇‐

一 

 
 
 

西
武
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
一 

電
話 

〇
四
二
八‐

八
四‐

〇
七
九
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

八
四‐

〇
七
九
四 

 

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
健
康
診
断
・
産
業
医 

医
療
法
人
社
団 

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

理
事
長 

高 

木 
 
 

敏 
 

青
梅
市
新
町
三‐

五
十
三-

五 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

五
三
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
一‐

一
七
七
七 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六‐

一 

電
話 

〇
四
二‐

五
五
七‐

六
〇
七
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

   
   

 

〇
四
二‐

五
五
七‐

二
一
五
一 

 
 

家
族
葬 

法
事 

生
前
＆
遺
品
整
理 

故
人
様
ご
安
置 

 

ご
自
宅 

寺
院 

公
営
斎
場
等 

で
の
葬
儀
も
承
り
ま
す 

葬
儀
の
そ
う
し
ん 

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四  

 

 

無
足
場
ア
ン
カ
ー
工
法 

あ
っ
！
と
驚
く
デ
コ
メ
ッ
シ
ュ 

 

フ
リ
ー
工
業 

株
式
会
社 

 

台
東
区
東
上
野
一-

三‐

一 
 

        

電
話 

〇
三‐

三
八
三
一‐

八
〇
八
五 

 
 

 

 

 

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

  
 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 

 
 
  

 
 
 

理
事
長 

 

榎 

森 

厚 

志 

復
旧
・
復
興
の
そ
の
先
へ 

 

自
民
党
副
幹
事
長 

選
挙
対
策
委
員
長
代
理 

衆
議
院
議
員 

  

井 

上 

信 

治 

 

新
年
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

田 

村 

利 

光 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九‐

三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
一‐

一
〇
〇
〇 

 
 
 
 

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

五
五
一‐

〇
九
〇
九 

  

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
五‐

四
〇
四
五 

 
 
 
 
  

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二‐

五
五
四‐

八
四
五
七 

 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一‐

五‐

五 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
二‐

八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
四
二
八‐

三
三‐

六
二
七
七 

株
式
会
社 

交 

運 

社 

代
表
取
締
役 

田
村 

 

勝
彦 

福
生
市
福
生
六
五
四 

電
話 

〇
四
二‐

五
五
一‐

〇
五
四
一 

 
   

   
 

  
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

   

〇
四
二‐

五
五
三‐

六
五
〇
一 

   

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二‐

六
九
二‐

五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

六
九
二‐

五
四
二
二 

 住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

 
サ

ン

コ

ー

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締
役 

向
山 

英
雄 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一‐

七‐

一   
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二‐
五
五
四‐

一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二‐

五
五
四‐

七
五
一
六 

秋
川
支
店 

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二‐

五
五
九‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二‐

五
五
九‐

五
二
〇
九 

 

 

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
令
和
時
代

の
幕
開
け
と
共
に
期
待
に
満
ち
た
日
々
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
全
国
各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多

発
し
、
経
済
の
低
迷
か
ら
も
不
安
定
な
業
界
に
危
機
感

を
覚
え
た
組
合
員
の
皆
様
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
く
、

即
位
の
礼
が
執
り
行
わ
れ
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
を
内 

外
に
知
ら
し
め
、
祝
賀
ム
ー
ド
に
国
を
挙
げ
て
活
気

づ
い
た
の
も
事
実
で
す
。 

平
成
か
ら
令
和
へ
時
代
は
変
わ
り
、
私
ど
も
の
西

建
協
も
令
和
新
時
代
に
順
応
し
て
い
く
た
め
の
組

織
変
更
を
検
討
し
、
新
た
に
一
般
社
団
法
人
設
立
へ

向
け
舵
を
切
り
ま
し
た
。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
未
定
で
す
が
一
社
化
し

非
営
利
団
体
の
法
人
と
し
て
今
ま
で
以
上
に
社
会

的
地
位
を
向
上
さ
せ
、
昨
今
の
異
常
な
災
害
に
も
迅

速
に
対
応
可
能
な
建
設
業
団
体
を
目
指
し
て
参
り

た 

 

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

今
後
は
行
政
機
関
と
よ
り
密
に

情
報
交
換
を
行
い
防
災
減
災
に
特

化
し
た
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
の

礎
と
な
れ
る
建
設
業
協
会
を
確
立

し
、
地
元
か
ら
必
要
と
さ
る
唯
一
無

二
の
業
界
団
体
と
し
て
尽
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
と
い
う
時
代
と
共
に
歩
み

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
組
合
員
・
賛

助
会
員
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
れ
ま
す
よ 

う
切
に
お
願 

い
申
し
上
げ 

新
春
の
ご
挨 

拶
と
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま 

す
。 な

お
、
本
年
は
都
知
事
選
挙
、
福

生
市
長
選
挙
、
奥
多
摩
町
長
選
挙
が

予
定
さ
れ
、
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
思
え
ば
公
共
事

業
は
い
つ
も
、
政
治
の
混
乱
に
よ
っ

て
振
り
回
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
予
算

や
入
札
制
度
の
議
論
に
お
い
て
、
根

拠
な
く
「
無
駄
遣
い
」
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
、
あ
る
い
は
安
さ
の
み
を

追
求
さ
れ
、
犠
牲
と
な
っ
た
の
は
国

民
の
利
益
で
す
。
私
た
ち
自
民
党
は

皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、

正
々
堂
々
と
政
策
を
訴
え
て
ま
い

り
ま
す
。 

最
後
に
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
榎
森
厚
志

理
事
長
を
は
じ
め
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
さ

ま
が
日
々
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
台
風
十
九
号
に
よ
り
、
道
路
の
崩
落

や
集
落
の
孤
立
、
河
川
の
浸
水
な
ど
、
西
多
摩
に
も
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は

当
日
の
緊
急
出
動
や
復
旧
作
業
な
ど
、
被
災
者
の
皆
さ

ま
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
尽
力
し
て
頂
き
、
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
国
と
し
て
も
発
災
直
後
か

ら
自
衛
隊
の
出
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
災
害
救
助
法
の

適
用
、
激
甚
災
害
や
非
常
災
害
へ
の
指
定
、
ま
た
計
一

三
〇
〇
億
円
超
の
予
備
費
の
支
出
な
ど
、
迅
速
な
対
応

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害
後
の
「
復

旧
・
復
興
」
を
主
軸
に
し
た
過
去
の
災
害
対
策
で
は
、

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
大
規
模
自
然
災
害
に
対
応

出  

で
き
な
い
と
、
改
め
て
危
機
感
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
国
会
で
審
議
さ
れ
る
補
正
予
算
・
来
年

度
当
初
予
算
案
に
は
、「
国
土
強
靭
化
」
関
係
費
用
に

約
五
兆
二
千
億
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
元
に
戻

す
「
現
状
復
旧
」
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
甚
大
化
し

て
い
る
将
来
の
自
然
災
害
に
も
対
応
で
き
る
「
改
良

復
旧
」
の
取
組
み
を
進
め
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
抜
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

公
共
事
業
費
全
体
で
は
、
来
年
度
予
算
案
に
六
年

連
続
六
兆
円
超
え
と
な
る
六
兆
八
五
七
一
億
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
一
昨
年
に
国
道
十
六
号
の
六
車
線
化

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の

西
多
摩
に
お
い
て
も
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
ま
だ
ま
だ

数
多
く
あ
り
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
発
展
や
熱
狂
を
都
心
部
と
共
に
享

受
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
に
一
層
の
お
力
添
え
を
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
上

げ
ま
す
。 

ま
ず
、
昨
年
連
続
し
て
上
陸
し
た
台
風
に
よ
る
被
害

で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
現
状
復
旧
は
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
様
の
力
な
く
し
て
は
成
し
え
な
い
こ
と
を
、
痛
感
し 

 

て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
望
む
住
民
の
皆

様
の
声
に
応
え
る
に
は
、
地
元
建
設
業
の
存
在
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。 

今
後
は
、
緊
急
施
工
の
発
注
方
法
や
、
精
算
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
通
常
工
事
と
の
違

い
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
見
直
す
べ
き
だ
と
思
い

ま 

 

ま
す
。
加
え
て
、
幸
い
に
も
二
次

災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

被
災
地
で
の
作
業
の
安
全
性
を
ど

う
担
保
す
る
か
も
、
発
注
側
課
題

と
し
て
対
策
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
現
在
私
は
都
議
会
財
政

委
員
会
で
副
委
員
長
を
仰
せ
つ
か

っ
て
お
り
ま
す
。
入
札
制
度
を
は

じ
め
、
東
京
都
を
動
か
す
ル
ー
ル 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 
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山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三‐

三
二
二
〇‐

八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三‐

三
二
二
〇‐

八
五
一
一 

 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四‐

一
九‐

九 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
二‐

〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
二‐

〇
六
七
六 

 

一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

 

望
月 

常
好 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六‐

一
七-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
三‐

五
七
七
七‐

八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三‐

五
七
七
七‐

八
二
三
七 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

昭
石
加
工 

株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

   

〇
四
二
八‐

三
一‐

五
三
二
四 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇‐

四‐

一 

電
話 

〇
四
二
八‐

二
〇‐

一
三
二
〇 

 

     
  
   

   
   

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

 

〇
四
二
八‐

二
〇‐

一
三
二
二 

 
建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
六‐

五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐
五
五
六‐

五
一
一
四 

  

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
二
二‐

一
〇 

        

電
話 

〇
四
二‐

五
九
七‐

一
一
一
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

五
九
七‐

五
五
五
五 

 

      

落
石
対
策
・
法
面
保
護
工
事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

        

電
話 

〇
三‐

三
二
六
九‐

八
五
六
一 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三‐

三
二
六
九‐

八
五
六
五 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三‐

三‐

十
二 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
二‐

二
八
一
一 

 
   

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八‐

三
二‐

二
八
一
八 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
、
製
造
販
売 

 
 
 

＊
エ
コ
セ
メ
ン
ト 

 
 

％
使
用 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
市
今
寺
五‐

一
三‐

九 

 
 
 
  
 
  
 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八‐

三
一‐

六
九
四
〇 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑 

順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

     

電
話 

〇
四
二‐

五
五
一‐

一
五
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
   

  

〇
四
二‐

五
五
一‐

一
五
四
三 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四‐

一
九‐

七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
一‐

五
一
一
三 

 

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

森 

村 

隆 

行 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

清 

水 

や
す
こ 

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す  

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一‐

一‐

二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

 
 
 
 
 
  
 

電
話 

〇
四
二‐

五
二
七‐

三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

五
二
七‐

五
八
九
一 

日
建
学
院 

青
梅
校 

（
認
定
校
）
西
建
協 

電
話 

〇
四
二
八‐

二
二‐

六
二
四
五 

 

 

西
多
摩
建
設
協
同
組
合
の
皆
様
方

の
お
力
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
引
き
続
き
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
こ
う
し
た
態
勢

整
備
の
た
め
に
何
が
必
要
か
、
ま

た
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
な
の

か
、
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
い
よ
い
よ
今
年
は
東
京
二

〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
大
会
の
開
催
が
貴
組
合
並
び

に
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展

に
繋
が
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
の
た
め
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
島
嶼
部
に
お
い
て
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
十
五
号
に
続
い
て
、
台
風
十
九
号
の

襲
来
に
よ
っ
て
、
こ
こ
西
多
摩
地
域
に
も
大
き
な

爪
痕
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
て
は
、
台
風
上
陸
前
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
待
機
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
発
災
直
後
か

ら
迅
速
な
る
復
旧
作
業
に
従
事
い
た
だ
き
ま
し
て

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域
住
民
に

成
り
代
わ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

都
議
会
で
は
先
月
末
、
台
風
か
ら
の
復
旧
予
算 

八
十
億
円
を
含
む
補
正
予
算
を
議
決
し
、
来
年
度
に

か
け
て
切
れ
目
の
な
い
復
旧
対
応
を
可
能
と
す
る

態
勢
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
已
然
と
し

て
完
全
な
復
旧
ま
で
の
道
の
り
に
は
時
間
が
か
か

る
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
私
も
皆
様
と
一
緒
に
地
域

の
安
全
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
地
元
の

声
を
都
に
届
け
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害
復
旧
へ
と

繋
げ
て
参
る
所
存
で
す
。 

さ
て
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
今

後
も
頻
発
す
る
で
あ
ろ
う
自
然
災
害
へ
の
対
応
力

を
、
都
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
と
し
て
も
向
上
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
私
た
ち
は
地
域
の
防
災
力
、
減
災
力
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
有
事
の
際
の
復
旧
力
を
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
要
と
な
る
の
が 

 
組
合
員
の
皆
様
と
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
情
報
を
共
有
し
、
西
多
摩
の
声
を

都
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
は
西
多
摩
地
域
を
台
風
が
直

撃
し
、
現
在
も
な
お
、
孤
立
し
て
い

る
地
区
が
あ
り
、
自
宅
に
戻
れ
な
い

方
、
家
屋
損
壊
の
方
も
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
一

日
も
早
い
生
活
再
建
の
た
め
、
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。 

結
び
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
隆

盛
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

の
台
風
十
九
号
の
際
は
、
御
大
変
な
中
、
皆
様
か

ら
現
場
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
、
一
早
く
小
池
東

京
都
知
事
の
現
場
視
察
に
繋
が
り
、
百
三
十
四
億

円
の
補
正
予
算
へ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
建
設
局
関

連
で
道
路
災
害
の
復
旧
の
た
め
に
七
億
四
千
万

円
、
河
川
災
害
の
復
旧
の
た
め
に
三
億
五
千
万
円

な
ど
で
す
。 

ま
た
一
般
質
問
で
は
、
西
多
摩
地
域
の
土
砂
災

害
対
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
東

京
都
は
、
砂
防
堰
堤(

え
ん
て
い)

等
の
ハ
ー
ド
整

備
に
よ
り
、
都
民
が
安
心
し
て
逃
げ
込
め
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
西
多
摩
地
域
内
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
避
難
所
が
含
ま
れ
る
個
所
（
二
十
九 

 

ヶ
所
）
中
、
奥
多
摩
町
の
白
丸
地
区
な
ど
（
四
ヶ

所
）
か
ら
、
砂
防
基
本
計
画
を
策
定
し
、
順
次
、

工
事
に
向
け
た
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
今
後
、
倒
木
に
よ
る
電
線
切
断
や
鉄
塔
損
傷
し

た
場
合
、
東
京
電
力
に
頼
ら
ず
と
も
倒
木
の
伐

採
・
撤
去
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
府
中
よ
り
西
の
多
摩
川
水
系
に
は
監

視
カ
メ
ラ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
河
川
の
監

視
カ
メ
ラ
や
水
位
計
の
設
置
拡
大
に
も
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

私
の
所
属
す
る
都
市
整
備
委
員
会
で
は
、
下
水

道
整
備
の
推
進
を
意
見
致
し
ま
し
た
。
残
り
約
三

万
件
の
下
水
道
整
備
に
も
全
力
で
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
や
今
回
い
た

だ
い
た
「
西
建
協
だ
よ
り
」
縮
刷
版
が
政
策
立
案

に
お
い
て
大
変
参
考
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

け
ま
せ
ん
。
都
議
会
自
民
党

は
都
政
を
前
に
進
め
る
べ
く

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
是

非
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
西
多
摩
建
設
業
協

同
組
合
様
、
そ
し
て
組
合
員
の

皆
様
の
、
今
年
一
年
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

を
司
る
財
務
局
を
所
管
し
、
今
ま
で
の
環
境
建
設

委
員
会
と
は
違
っ
た
角
度
で
皆
様
の
た
め
に
働
い

て
い
く
所
存
で
す
。 

い
よ
い
よ
、
今
年
は
東
京
都
知
事
選
挙
の
年
で

す
。
小
池
知
事
が
『
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
。
』
と

言
っ
て
立
ち
止
ま
っ
た
結
果
、
豊
洲
移
転
延
期
や

こ
ど
も
の
城
取
得
な
ど
で
、
合
計
五
〇
〇
億
円
近

い
血
税
を
無
駄
に
使
い
ま
し
た
。
皆
様
の
記
憶
に

も
新
し
い
『
入
札
制
度
改
革
』
も
、
結
局
元
に
戻

り
、
た
だ
混
乱
と
疲
弊
だ
け
を
残
し
ま
し
た
。
こ

れ
以
上
、
都
政
を
停
滞
、
い
え
後
退
さ
せ
て
は
い

け 

 


